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リユース「小型家電買取コース」

第２商品センター コールセンター ＷＥＢ・システム
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査定結果通知
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②返送の場合

①買取の場合
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9 リユースで小売、または卸

10
（月次作業）
当月買取分を

翌月中旬までに集計
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ネットオフ
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振込

在庫化

一時保管

出荷

購入申込

入金

買取ユーザ毎に品目別管理。
「買取～在庫～販売～廃棄」で
のステータスを把握

・基本全て買取
　⇒ ①買取の場合
・買取価格に不満がある場合や明らかにゴミを送付するような悪質な場合
　⇒ ②返送の場合
・小電で買取不可の場合、顧客の承認があればリサイクルに回す
　⇒ ③買取不可でリサイクルの場合

プロセス「工程」

情報の流れ（青色）

モノの流れ（赤色）
専用電話番号にて申込
０１２０－７５－０２０２

買取れない
↓

リサイクル
「小型家電回収
コース」へ

買取れる

◆ヒアリング内容
　・　氏名、住所等の基本情報
　・　商品内容と箱数
　・　集荷日時
※ヒアリングの際、出したい商品内容から、
再利用できる（買取できる）ものはリユース「買取コース」、
できないものはリサイクル「回収コース」へ誘導

実証実験まとめ

ドライバーが宛先等の
印字済伝票を持って、
希望日時に集荷

事業期間終了後、
・リユース買取品売却額、品目及び数量
・リサイクル回収売却額、品目及び数量
・諸経費（宅配費用、仕分け等）
・顧客獲得コスト負担軽減分

などを勘案したトータルの収支分析を行う。

③買取不可でリサイ
クルの場合

「中間処理、それ以降
はリサイクルのフロー

図に同じ」

非承認の場合
↓
返送

承認の場合
↓

買取～振込


